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北
海
道
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
新
規
感
染
者
は
、
第
７
波
が
終

息
し
な
い
ま
ま
増
加
し
、
全
国
最

多
の
７
６
３
８
人
と
な
っ
た
１

日
、
旭
川
市
の
新
規
感
染
者
は
６

０
３
人
、
病
床
使
用
率
が
50

％
を

超
え
る
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
。 

 

基
幹
病
院
だ
け
で
な
く
、
複
数
の

民
間
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
の
即
応
病

床
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
準

備
期
間
は
退
院
、
転
院
な
ど
調
整

し
、
診
療
報
酬
も
減
り
、
ス
タ
ッ
フ

も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
国
は
、
９
月
末
に
突
如
、

入
院
受
入
医
療
機
関
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
を
打
ち
切
り
、
即
応
病
床
の

準
備
に
支
援
し
な
い
と
決
定
し
た
の

で
す
。 

  

10

月
27

日
、
真
下
議
員
は
厚
労

省
に
対
し
て
緊
急
支
援
事
業
の
補
助

金
復
活
と
継
続
を
求
め
て
き
ま
し

た
。 

 

真
下
議
員
は
、
１
日
の
道
議
会
保

健
福
祉
委
員
会
で
、
新
た
に
コ
ロ
ナ

病
床
の
受
け
入
れ
準
備
を
し
て
い
た

現
場
に
困
惑
と
混
乱
が
広
が
っ
て
い

る
と
紹
介
。
感
染
拡
大
に
対
応
し
た

病
床
確
保
と
国
の
支
援
を
求
め
る
よ

う
質
問
し
ま
し
た
。 

 

道
は
、
「
十
分
か
つ
継
続
的
な
財

政
措
置
を
知
事
会
は
も
と
よ
り
、
道

独
自
に
も
国
に
直
接
要
望
し
て
き
た

が
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
国
に

働
き
か
け
、
医
療
機
関
に
必
要
な
支

援
に
取
り
組
む
」
と
答
え
、
道
は
、

11
月
18
日
行
っ
た
国
へ
の
緊
急
要

請
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
都
道
府
県
が
包
括
的
に
支

援
す
る
交
付
金
継
続
の
連
絡
が
、
国

か
ら
９
月
22

日
に
、
唐
突
に
、
事
前

連
絡
も
な
く
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
病

床
確
保
料
の
見
直
し
な
ど
大
き
な
影

響
が
あ
り
、
協
議
中
の
た
め
国
か
ら

制
度
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
周

知
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
真

下
道
議
は
、
「
自
治
体
も
現
場
も
国

に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。
力
を
合
わ
せ

 

道
は
、
「
幹
部
職
員
で
も
有
効
期

限
が
切
れ
て
も
償
還
払
い
で
還
付
さ

れ
る
と
い
う
安
易
な
認
識
だ
っ
た
」

と
答
弁
。
交
付
の
遅
れ
に
よ
る
自
己

負
担
の
影
響
を
軽
ん
じ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、 

高
橋
は
る
み
前
知
事
に
よ
っ

て
重
症
者
と
負
担
額
の
重
い
患
者
に

対
象
が
限
定
さ
れ
た
た
め
、
影
響
は

よ
り
大
き
い
と
い
え
ま
す
。 

 
 

 
 

９
月
末
に
問
い
合
わ
せ
が
集
中

し
た
こ
と
を
確
認
し
た
真
下
議
員

は
、
有
効
期
限
内
に
延
長
し
な
か
っ

た
た
め
、
10

月
１
日
か
ら
、
道
が
有

効
期
間
の
延
長
を
決
め
た
７
日
の
受

診
に
自
己
負
担
が
生
じ
た
と
指
摘
。

「
問
い
合
わ
せ
が
増
え
た
９
月
に
判

断
し
て
い
れ
ば
少
な
く
と
も
患
者
負

担
は
生
じ
な
か
っ
た
。
二
重
に
罪
深

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
償
還
申
請
は
50

件
、
72

万
円
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

真
下
議
員

は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
協
力
も
得

て
、
償
還
を
遺
漏
な
く
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 
 
 

 

「
交
付
事
務
の
対
応
職
員
は
７

人
、
派
遣
職
員
８
人
に
留
ま
り
、
人

員
確
保
も
不
十
分
。
遅
延
が
発
覚

後
、
保
健
福
祉
部
職
員
40

人
が
休
日

返
上
で
対
応
し
て
い
た
」
と
紹
介
し

た
真
下
議
員
は
、 

「
本
庁
も
コ
ロ

ナ
対
応
で
保
健
福
祉
部
の
人
員
不
足

は
限
界
を
超
え
て
い
る
」
と
指
摘
。

人
員
確
保
の
必
要
性
を
強
調
し
、
二

度
と
同
様
の
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
体
制
強
化
と
再
発
防
止
策
を
求
め

ま
し
た
。 

紙参議同席のもと、厚労省に病床確保への
支援を求める真下議員、能登谷繁市議団長 

 

道
は
、
こ
れ
ま
で
26

の
道
内
保
健
所
で
対
応
し
て
い
た
指
定
難
病
受
給
者

証
の
交
付
事
務
を
、
今
年
４
月
か
ら
本
庁
が
一
括
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
９
月
末
の
有
効
期
限
ま
で
に
交
付
が
間
に
合
わ
ず
、
約
２
万
７
千
人

（
交
付
対
象
３
万
１
千
人
）
が
未
交
付
と
な
り
、
10

月
末
に
な
っ
て
も
交
付

は
２
３
、
７
３
２
人
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
真
下
議
員
は
、
１
日
の
保
健
福
祉
委
員
会
で
道
保
健
福
祉
部
に
対
し
て 

交
付
が
遅
れ
た
原
因
等
に
つ
い
て
質
問
、
再
発
防
止
策
を
求
め
ま
し
た
。 
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日
本
共
産
党
道
議
団
は
10
月
28
日
、
北
海
道
農
業
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
水
田
活
用
交
付
金
の
削
減
や
農
業
危
機
を
打
開
す
る
よ
う

野
村
哲
郎
農
林
水
産
相
に
要
請
し
ま
し
た
。 

 

真
下
紀
子
議
員
は
、
農
水
省
に
出
向

き
、
紙
智
子
参
議
、
岩
淵
友
参
議
、
菊
地

葉
子
道
議
と
と
も
に
、
藤
木
眞
也
農
林
水

産
政
務
官
に
北
海
道
農
業
の
苦
境
を
伝
え

な
が
ら
、
食
料
自
給
率
向
上
に
貢
献
す
る

北
海
道
の
営
農
継
続
の
た
め
の
支
援
を
求

め
ま
し
た
。 

 

水
田
か
ら
転
作
し
た
農
家
を
支
援
し
て

き
た
水
田
活
用
交
付
金
見
直
し
に
お
い
て

農
家
や
実
態
を
踏
ま
え
た
制
度
と
す
る
こ

と 

、
酪
農
の
飼
料
、
生
産
コ
ス
ト
の
上

昇
分
の
補
て
ん
、
乳
価
対
策
、
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
の
債
務
返
済
の
返
済
猶
予
や
金
融

支
援
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雄
仔
牛
等
の
価
格

暴
落
へ
の
緊
急
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。 

  

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
禁
止
や
髪
色

チ
ェ
ッ
ク
、
服
装
や
郊
外
活
動
ま
で
制

限
す
る
理
不
尽
な
校
則
を
変
え
て
ほ
し

い
、
高
校
生
の
願
い
を
道
議
会
で
質
問

し
た
道
議
会
報
告
「
は
つ
ら
つ
道
政
報

告
」
の
号
外
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
２
１
年
の
校
則
調
査
結
果
、
道

議
会
で
道
教
委
が
示
し
た
校
則
の
見
直

し
を
す
す
め
る
見
解
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

全
道
の
道
立
高
校
８
割
で
校
則
が
見

直
さ
れ
、
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
禁
止
が
亡
く

な
り
、
地
毛
証
明
も
提
出
し
な
く
て
よ

く
な
り
ま
し
た
。
校
則
は
各
高
校
の

ホ
ー
ム
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
部
活
動
後

の
ジ
ャ
ー
ジ
下
校
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
女

子
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
な
ど
、
生
徒
の

声
が
見
直
し
を
実
現
し
て
き
て
い
ま

農水省で要請・意見交換する真下議員 

 北海道の二人の副知事が、2020年、

2021年と2年連続で統一協会の関連団体

「ピースロード」の幹部と面談していた

ことが、日本共産党道議団の調査で発覚

しました。 

 

 20年8月18日に「ピースロード２０２０

インジャパン」実行委員長のほか3人が浦

本元人副知事と面会。統一協会との関連

を認めている自民党の清水拓也（帯広

市）、佐々木大介（石狩管内）、星克明

（江別市）の3道議が同席していました。 

 2021年8月2日には、小玉俊宏副知事が

「ピースロード」実行委員長のほか3名と

面談。自民党の前出3道議のほか、政務活

動費を統一協会関連団体のイベント参加

に支出していた檜垣尚子（中央区）が同

席していた事実も新たに分かりました。 

 道は、9月議会で共産党道議団の資料要

求に対して、統一協会関連団体のピース

ロードとの関係を確認できなかったと答

えていました。 

 

真下紀子道議は、「統一協会と関連団体

との関係について全庁調査を拒否してい

る鈴木道政の下で、2年連続で副知事二人

との面談が明らかになった事実はおも

い。隠ぺいの意図がないのであれば、直

ちに全庁調査を行い、説明責任を果たし

たうえで、関係を断つと表明すべきで

す」とのべています。 

 第4回定例道議会は、11月29日から12月15日の開催  
 予定です。（22日の議会運営委員会で決定します） 
  
 真下紀子議員は、10分間の一般質問に立ちます。 
 6日質問予定で準備を進めています。      
     
 インターネットでも視聴できます。 
 
 1１月28日前日委員会  常任・特別委員会（予定） 
 12月14日終日前委員会 常任・特別委員会（予定） 


